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ほ け ん だ よ り 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい一年がスタートしました。楽しいお正月を過ごされたことと思

います。つい不規則な生活であったり食べ過ぎたりしませんでしたか？

今年も子どもたちが健康に過ごせるようにほけんだよりを通して病気

の予防方法などをお伝えしていきます。どうぞよろしくお願いします。 
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低温火傷は使い捨てカイロなど身近なものが
原因です。50℃なら 3 分間押し付けているだけ
で、42℃でも 6 時間触れていると、低温火傷を起
こします。 
 低温火傷は少しひりひりしたり赤く腫れたりする
だけですが、実際には皮膚の深いところに及んで
いることがあります。こどもは症状を上手く言えな
いので、皮膚の腫れが長引くときは、念のため皮
膚科を受診しましょう。 

◆ 低温火傷について 

ゆたんぽは身体から離して 

電気毛布は 
寝る前ON、寝るとき OFF 

新年背筋 を伸ば し て 
心身共に元気に過ごそう 

直接肌に触れる衣
類は綿素材がお勧
め。ポリエステル
など合成繊維は静
電気を起こしやす
くかゆみのもと 

背筋 

ピンッ 

 

低温やけどに注意しましょう 

寝る前に電気毛布のスイッチを
ON にして布団を温めておき、寝
るときはスイッチを切りましょう。 

電気あんかや湯たんぽは、睡眠中
に触れないように、身体から少し
離れたところに置きましょう。 

         裏起毛やヒート素材はなぜダメなの？ 

 

 

 

 

 

 

「肌着＋裏起毛のあったかい服１枚」よりも 

肌着(半袖)＋薄手長袖 Tシャツ＋(冬は)トレーナー 
or カーディガン 

 

園内は常に温度・湿度ともに管理しています。（室温
20~25℃、湿度 50～60％）子どもは活発に動き回り、冬季
でも汗ばむことがよくありますので、上記のような服装で
登園・着替えの準備をお願いします。コットン 100％、もし
くは肌に触れる部分だけはコットン素材がお勧めです。 

or 

お風呂上がりに
肌に湿り気があ
るうちに使うと
角質層に水分を
閉じ込められる
ので効果的 

顔に汚れなどが付
いていたらふく 
お風呂ではごしご
しこすらず石鹸泡
で優しく洗う 

冬 の 服 装 と 肌 ケ ア 

がおすすめです！ 


